
NO．210

　　52年

編集と発行白石市役所総務課・宮城県白石市字桜小路35昭和35年11月7日第三種郵便物認可印刷小泉印刷㈱

　ぴキ
饗　ノ

導　　璽

で
轟

陣
◎
3
ザ

　顎，

　　　艦．諾

響

　
　
．
紬
階
戯
％
壷
襯

・
、
一
、
漏
類
瀕
煎
7
鱗
離

黒
、
。
騎
、
“

》
・
襲
心
、
．
灘
．
覧
蕪
磁
．

’
齢
、
．
駈
、
⑳
『
博
一

ー
勾
　
　
　

p
　
ド
風



　
阿
部
助
役
の
退
職
に
伴
う
新
し
い

助
役
に
、
農
林
課
長
の
高
橋
亨
氏

（
福
岡
八
宮
字
館
前
四
十
・
一
）
が
去
る

一
月
二
十
】
日
の
臨
時
市
議
会
で
選

ば
れ
ま
し
た
。

助
役
に
高
橋

亨
氏
就
任

昭和51年度一般・特別会計別総括表
　　　　　　　　　　　　　昭和51年9月30日現在（単位1千円）

会　計　別

一般会計

特
別
会
計

国民健康保険

白石市簡易
水道事業
宅地造成
事業貸付資金

下水道事業

計

十

予算現額

3，403、908

1，012’194

6，382

328，200

73、701

1，420，477

4，824、385

歳 入

調定額
2，183，422

376，901

2，861

19，884

14，459

414、105

2，597，527

収入済額
1、836，509

348，411

2、048

19，884

『4，459

384、802

2，221，311

未収入額

346，913

28，490

813

0

0
29，303

376，216

歳 出

支出済額
1，287，342

358、846

2、608

319，699

8、919

690、072

1，977、414

予算残額

2，H6，566

653、348

3，774

8，50【

64、782

730，405

2，846，971

昭和51年度

　　　一般会計歳入歳出予算

存

財

依 自

　地方交付税　　　市　　税

　　　　　　　　　　　　　主9i8、345千円
　　　　　　　1，II3，912千円
（26．98％）「’

　　　　歳入予算額　　（32・73％）　。

　　　　3，403，908千円

　　　　　（lo吻）

国難円市債繍源
　（20・41％）（8，84％）覧

　　　　　301，000千円
　源

　　　　　　　　　　　　　財

　　　　70，910干円（2．08％）

　94，425千円（2，77％）

141、264千円（4．15％）　　　～

（4．36％）

や鎌

（59．31％）
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　　教育費
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民生費

755，319千円

　（22．19％）

〉
消
防
団
積
載
車

歳出予算蹟

340亀90εモ円1

　（100％）　　総務費
　　　　　593，858千円
　　　　　　（17．45％）

　土木費
554，998千円

　（16．31％）

蕪懸翻舗
　　　　　　　」憾、癒　

｛昭和51年度主な事業ゆ一
道路僑梁整備事業264，762干円
道窪　　　　持補修事業　22，551干円

公営1王毛建設事業132，460干円
公　園　整　備　・事　業　22，856干円

交通安全対策事業　5，750干円
失　業　対　策　事　業　14，291干円

林遭開設改良事業　24，006干円
塩ノ花農地開発事業負担　　10，148干円

市行造林嘉　 8，881f円
農　道　整　備　事　業　15，000干円

「撃マ》蓼隻24，7・6干円

県宮ヌ、L幹農道整備事　某　負　担　金　6・685干円

福岡公民館堪設事業73，398干円

顯魂認1轟隻25，388千円

福岡小学校蔵王分校へき地集会宰新築事業13・480干円

各小中学校補修事業20，090千円
小原遊歩道吊橋架設事業　8，000千円

家畜市場建設事業9，000干円
圃場整備事業補助金12，037干円
簡易林道開設事業補助金　6．600千円

白石陽光1‘fl建設事業補助金10，000干円

小下久　依宮圃場整備
事業調査費補助金　4・000千円

r肖防団秘蔵卓、車庫4，740千円
可搬式ポンプ整備事業7，020干円

（
、

ぐ

昭和50年度会計別決算総括表
（単位：円）

会　　計　　別

般　会　計

特
別
会
計

国民健康保険
白石市簡易水道事業

宅地造成事業貸付資金

計

△
・ 計

歳入決算額

3，878，206、406

873，725，795

7，653，678

326，498，324

1、207，877、797

5，086，084，203

歳出決算額

3，757，994、353

853，847，763

6，897、603

326，498、324

1，187，243，690

4、945，238，043

歳入歳出差引額

120，212，053

19、878，032

756、075

0

20，634，107

140，846，160

財

依

昭和50年度

　　　一般会計歳入歳出決算
　　自．

存地方交付税 市税
　1、049，635千円　　　　　　　　　　　『注、

　　　　　　　　　1，353，306千円』
　（27．06％）

　　　　　歳、λ総魏
　　　　　亀187量円（34・90％）

　　　　　　（脚％》　　　　財
　国県支出金「唱

　　　　　　　　その他
　　791，760千円
　　　　　　　　423，584千円
源　（20・42％）　　（10．92％）、、．

　　　　　　その他
　　　　　　（6．70％）　　、漂P

　　　侮18約　篠

財政報告
　財政状況の公表は、昭和50年度決

算の概要と昭和51年度の上半期にお

ける予算の執行状況、財産、而債等

の状況及び市民の税負担の状況を市

民の皆さんにお知らせいたします。

　昭和50年度一般会計および特別会

計の決算概要は、歳入決算額は、

5，086，084，203円で前年度に比較す

ると2雪．58％増加し、歳出決算額は

4，945，238，043円で前年度に比藪す

ると22、73％増となっており、歳入

歳出差引額は140，846，160円で、こ

の額が決算剰余金となっております。

白石市長鈴木孝一郎

商工費66、126千円（1．76％）
労働費32，468千円（0．86％）
災害復旧費　4、228千円（0．I　I％）

94，385千円（2．51％）

　II4，702千円（3，05％）

130、550千円（3．47％）

（45．82％）
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総務費
　846，387千円

　　（22．52％）

市民負担の状況

歳出総額
言，～5ア．9§4千円

（100％〉　　教育費

　　　　　708，317千円

　　　　　　（18．85％）

　民生費
　689，440千円

　（18．35％）

昭和51年9月30日現在

年度別

昭和49年度

昭和50年度

昭和51年度

市税総額

936、954

1，353，306

川3，912

世帯数

9，610

10，220

10，220

人　口

40、886

40、862

40、862

一世帯当り

負担額
97，497

132、417

108、993

一人当り

負担額

22、916

33、II9

27，260

市有財産の状況（51．9．3。現在）

“．
土 建物92，984m・

甑lh，

車輔55台 基金及び証券 521，461干円
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威武
　
一
月
十
五
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
に
七
百
名
の
成
人
者
が
集
ま
り
、

盛
大
に
成
入
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
は
、
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入

り
を
す
る
、
若
人
が
晴
れ
着
姿
で
埋

ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
成
人
さ
れ
る
人
は
、
昭
和
三

十
一
年
四
月
二
日
か
ら
同
三
十
二
年

〈
鈴
木
市
長
の
挨
拶

　
　
　
臓
遡
、

　
卸瓢

塗
飽
”

塩
輿

、
つ
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七
百
名
晴
れ
の
門
出

四
月
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
達
で
す
。

　
記
念
式
典
で
は
、
鈴
木
市
長
が
、

”
新
し
い
門
出
に
あ
た
り
、
若
人
と
し

て
の
責
任
と
自
覚
を
重
ん
じ
、
よ
り

よ
き
人
間
形
成
に
努
め
る
よ
う
期
待

い
た
し
ま
す
”
と
式
辞
を
述
べ
、
そ

れ
に
対
し
て
新
成
人
を
代
表
し
て
、

日
下
宗
一
さ
ん
、
高
野
恵
子
さ
ん
の

ぐ
誓
い
も
あ
ら
た
に
新
成
人

離遜
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お
二
人
に
よ
り
謝
辞
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
続
い
て
、

『
成
人
の
日
を
迎
え
て
』

　
　
　
半
沢
憲
子
さ
ん
　
　
（
小
原
）

『
我
が
郷
土
を
見
つ
め
て
』

　
　
　
大
野
芳
照
さ
ん
　
　
（
大
平
）

『
二
十
歳
に
な
っ
て
思
う
こ
と
』

　
〈
“
新
成
人
と
な
っ
て
”
意
見
発
表

‘
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口
　
　
　
斎
藤
節
子
さ
ん
　
　
（
白
石
）

『
我
が
家
庭
』

　
　
　
横
山
信
子
さ
ん
　
（
白
石
）

『
二
十
年
間
を
見
つ
め
て
』

　
　
　
佐
藤
芳
郎
さ
ん
　
　
（
斎
川
）

『
体
験
の
重
み
を
ふ
ま
え
て
進
も
う
』

　
　
　
八
島
モ
ト
子
さ
ん
（
越
河
）

『
成
人
の
日
を
迎
え
て
』

　
　
　
佐
藤
正
美
さ
ん
（
大
鷹
沢
）

『
農
業
に
生
き
る
道
を
求
め
て
』

　
　
　
渋
谷
悦
子
さ
ん
　
（
福
岡
）

と
新
し
く
成
人
に
な
っ
た
若
人
の
抱

負
等
を
力
強
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

〈
お
祝
い
に
馳
け
つ
け
た

　
　
　
　
　
　
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

誼
髪嵐

そのときあなたは…くらしの中の防災

　　　日曜日　8：25～8：30

　6日＝地震で津波がおこったら

　13日＝ガ’ケ地で地震にあったら

　20日＝地盤の弱いところで地震にあったら

27日＝地下鉄で地震にあったら

4
送放台仙

ごぞんじですか……防災ミニ百科

木曜日　10：55～11：00

3日＝大地震と災害…火災と倒壊

10日＝大地震と災害…津波とガケ崩れ

17日二大地震と災害…世界と大地震

24日＝地震と地盤

宮城テレビ放送
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“交通指導隊員

　　　そろって安全祈願，，

　市民を交通事故から守ろうと、白石市交通
指導隊（隊長大津正男）隊員31名は、一年中

休みなく活躍を続けています。

　春、夏の祭典を始め、交通安全運動期間中

は、市内を三つに分けて、一班は旧市内、二

班は越河・斎川・大平・三班は白川・福岡地
区の交通安全指導を行っています。

　市内から一件でも交通事故を少なくしよう

と誓いも新たに隊員一同、交通安全を祈願し

早速、街頭指導に出動しました。

　子どもの交通指導は、女子隊員が最適と、

女子隊員を募集しております。

4鞍鑛義題一一一…一一一一一一

　　　　　　　　　　“福岡公民館・福岡分室
癖　　　　．　　　　　　陣場が丘に新築移転，，

擁臨護鞭難欝il替錘重藷1

一㈱一伽騎L伽伽励棚

をつくりあげるための中心
わしい青少年室、視聴覚室
ツが楽しまれる集会室を兼

茶の間であり話合いの場で
一ッ、趣味、展示などグル
各種学級、講座、発表会な
ご活用ください。

も同公民館内に移転して一
おります。

袋字陣場が丘12～1

が
築
福
た
域
て
ス
リ
住
、

場
建
る
し
地
し
軽
お
は
に
に
場
福
取

陣
（
よ
ま
い
と
に
て
館
共
動
の

岡
建
に
し
し
設
室
え
民
と
活
習
お
務
在

福
階
計
館
新
施
座
備
公
る
プ
学
な
業
所

　
2
設
開
　
の
講
ね
　
あ
一
ど
　
般

会
さ
［
す
の
ポ
た
て
室
て
長

。
社
ふ
ポ
ま
民
ス
ま
し
分
つ
岡

　
　
　
　
　
　
　
、
と
岡
扱
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
を
地

痔

等
レ
』
暦

翼
㍗

強
轍」

望
鋼

、
朋
治
の
史
跡
め
ぐ
り
⑪

　
白
石
大
火
記
念
燈

　
に
っ
し
ん

　
日
清
戦
争
後
は
企
業
熱
が
盛
ん
で

白
石
商
業
銀
行
を
初
め
、
白
石
醸
造

（
焼
酎
Y
白
石
倉
庫
な
ど
の
会
社
が

渡
辺
佐
吉
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
。

し
か
し
、
明
治
三
十
二
年
五
月
十
四

日
に
は
大
火
に
見
舞
わ
れ
、
市
街
地

の
大
半
は
焼
野
原
と
な
り
、
人
々
は

　
　
ぽ
う
ぜ
ん

一
時
荘
然
自
失
状
態
だ
っ
た
が
、
町

債
を
つ
の
り
、
御
下
賜
金
初
め
、
各

　
　
ぎ
ワ
　
　
え
ん

地
の
義
援
金
も
加
え
て
再
建
に
着
手

し
、
三
五
馬
力
の
蒸
気
力
、
二
百
余

名
の
職
工
を
有
す
る
白
石
製
糸
機
業

（
郡
立
製
糸
）
会
社
を
設
立
し
、
駅
前

に
生
糸
市
場
を
開
く
な
ど
し
て
復
興

を
図
っ
た
が
容
易
で
な
か
っ
た
。
特

に
奥
羽
線
福
島
米
沢
間
の
列
車
開
通

に
よ
る
白
石
駅
か
ら
裏
日
本
へ
の
人

貨
の
往
来
移
動
の
激
減
、
三
十
五
年

の
凶
作
、
不
況
と
発
展
復
興
が
停
滞

し
た
が
、
こ
の
間
白
石
高
校
の
前
身

で
あ
る
私
立
刈
田
中
学
校
校
舎
が
城

山
に
建
設
さ
れ
た
。

　
三
十
七
年
か
ら
好
況
に
向
い
、
特

に
日
露
戦
争
に
挙
国
一
致
し
て
世
界

の
強
国
を
打
破
っ
た
事
は
人
々
の
自

信
を
強
め
、
諸
会
社
が
設
立
さ
れ
、

三
十
九
年
末
頃
か
ら
電
気
事
業
（
白

石
発
電
所
）
の
会
社
が
設
立
さ
れ
る

な
ど
人
々
は
生
産
近
代
化
に
懸
命
だ
っ

た
。
こ
の
間
大
火
で
焼
失
し
た
神
明

明
治
三
十
年
代
の
白
石

白
石
市
史
編
纂
委
員
飯

　
　
　
　
　
　
沼
　
寅
　
治

社
の
再
建
に
取
組
み
、
既
に
公
園
と

し
て
整
備
し
つ
つ
あ
っ
た
旧
城
跡
の

一
偶
に
新
し
い
社
殿
を
奉
斎
し
た
。

三
十
八
年
、
三
十
九
年
と
前
古
未
曾

有
の
大
凶
作
に
見
舞
わ
れ
、
餓
死
者
、

身
売
り
が
出
る
な
ど
、
生
活
不
安
と

窮
乏
が
続
き
救
済
事
業
が
行
な
わ
れ
、

白
石
沖
に
耕
地
整
理
が
施
行
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ら
ん

な
ど
、
明
治
三
十
年
代
は
波
瀾
の
多

い
年
だ
っ
た
。

　
表
紙
写
真
は
、
現
在
城
山
神
明
社

前
に
建
っ
て
い
る
白
石
大
火
記
念
燈

二
基
で
あ
る
。
向
っ
て
左
側
の
は
、

火
元
の
新
町
か
ら
短
ヶ
町
・
亘
理
町
・

長
町
・
中
町
の
大
半
と
所
々
へ
飛
火

し
た
焼
失
地
域
を
図
化
彫
刻
し
た
も

の
、
右
側
の
は
大
火
の
碑
文
（
明
治
三

十
五
年
、
矢
内
弥
］
郎
撰
文
）
で
あ
る
。

死
者
三
名
、
負
傷
者
三
〇
余
名
を
出

し
全
焼
八
八
○
余
戸
、
特
に
警
察
署

や
町
役
場
も
焼
失
す
る
程
の
大
災
害

の
惨
状
と
、
天
皇
陛
下
よ
り
見
舞
金

を
頂
い
た
事
を
述
べ
、
献
燈
の
由
来

を
記
し
、
今
後
を
い
ま
し
め
て
い
る
。

　
被
災
地
復
興
後
の
白
石
五
丁
の
町

人
町
は
道
幅
が
約
＝
ニ
メ
ー
ト
ル
と

広
が
り
、
板
屋
根
や
萱
葺
に
代
っ
て

瓦
葺
が
ふ
え
、
土
蔵
造
り
の
店
舗
が

多
く
な
る
な
ど
町
の
景
観
は
大
き
く
5

変
っ
た
。



市
県
民
税
の
申
告
は
じ
ま
る

　
市
県
民
税
の
申
告
期
間
は
二
月
｝

日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
、
次
表
の

日
程
で
行
い
ま
す
。
お
近
く
の
受
付

会
場
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
を
必
要
と
す
る
人

　
今
年
の
］
月
一
日
現
在
、
市
内
β

居
住
し
て
い
て
、
昭
和
五
十
一
年
中

二
田
嚇
唱
日
『
～
三
目
4
十
瓢
葭

に
所
得
の
あ
っ
た
次
の
人
が
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
　
商
業
、
農
業
、
製
造
業
な
ど
事

　
業
を
営
ん
で
い
る
人
。

▼
　
譲
渡
、
不
動
産
、
配
当
、
利
子

　
雑
収
入
な
ど
所
得
が
あ
っ
た
人
。

▼
　
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
あ
っ

　
た
人
。

▼
　
給
与
を
ニ
カ
所
以
上
の
事
務
所

　
か
ら
受
け
て
い
る
人
。

▼
　
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
給

　
与
支
払
報
告
書
が
市
に
提
出
さ
れ

　
て
い
な
い
人
。

▼
　
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告

　
書
を
提
出
さ
れ
る
人
と
給
与
支
払

　
報
告
書
が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る

　
人
は
、
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ

　
ん
。

▼
　
昨
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
人

　
で
も
、
申
告
書
の
裏
面
に
そ
の
理

　
由
を
書
い
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の

▼
　
所
得
状
況
が
明
ら
か
な
帳
簿
や

　
領
収
書

▼
　
生
命
保
険
な
ど
の
証
書
ま
た
は

　
支
払
受
領
書

▼
　
医
療
費
の
受
領
書

▼
　
印
鑑

所
得
税
の
申
告

　
所
得
税
の
白
石
で
の
申
告
日
は
三

月
二
、
三
日
の
両
日
市
役
所
大
会
議

室
（
四
階
）
で
行
い
ま
す
。

　
納
税
者
が
、
昭
和
五
十
一
年
中
に

得
た
所
得
と
、
そ
れ
に
対
す
る
税
額

を
計
算
し
、
納
め
過
ぎ
や
不
足
分
を

精
算
す
る
も
の
で
す
。

　
お
早
目
に
申
告
を
い
た
し
ま
し
ょ

う
。

市県民税申告相談日程表昭和52年度

場会受付区域地区間時曜月日

越河出張所

9

越河

～
～

～
～

9：30～15130

斎川出張所

、
　
■

～⊥　　D．　ず、
　　7一一2　8，

斎　III

火

水

2月1日

2

～
～

木3

『
『

大平分室
．
～

■
～

大平
、
～

～
～

大鷹沢出張所大鷹沢

金

月

4

7

『
～

火8

『
～

～
～

白川出張所

犬卒都婆集会所

上戸沢集会所
小久保平集会所

下戸沢集会所

大熊集会所

小原出張所
新町集会所

赤坂集会所

福岡分室

小久保平
下戸沢
冷清水
大　熊
赤井畑
塩倉東

新町　猿鼻
赤坂

明戸　湯元
山ノ下　下原
上原

白　月

｛
～

水

木

月

9

10

14

～
【

～
～

火15

根
沖
山

ノ紀宮生～舌センター

南区集会所

北区集会所
市役所大会議室

三住開拓
婦人ホーム
菊地公男氏宅
川原子開拓

岡部捨男氏宅
滝上集会所
市役所大会議室

鎌先集会所
市役所大会議室

滝下集会所
小下倉集会所

八宮

大潤　芹沢
西区上　西区下
南区

区
ズ

小原

福岡

　9：30－12＝00

13＝00～15＝OO

『
『

～
『

水16

～
［

930－15＝00

木17

～
『
～
［

金

～
～

～
～

～
～

『
　
、

農業所得者確定申告

三住

不忘

川原子　沼

蔵王

告申
良

上
定
治

滝
確
弥

市役所大会議室
　　（4階）

鎌先

滝下　尾箆
小下倉

田町、本町、中町、
長町
亘理町、短ヶ町新町、

西益岡
中益岡、東益岡、柳町

清水小路、寿町、本

本郷2・4、鷹ノ巣
上郡山、郡山
申告日に申告できな
かった人

福岡

白石

　9：00－16：00

10：00－15：00

10＝OO－15：00

10＝00－12：00

13：00－15：00
　9＝30～15＝00

　9：00一ユ6：00

　9：30～12：00

13：00～15：00
　9；OO～16：00

　9＝30－15＝DO

　9＝30～15＝OO

9：00－12＝OO

9＝00～16：00

　月

　火

　水

　木

金・月

21

ワワ

23

　　24

25・28

火3月旧

水
ワ
一

木3

金

9：00～16：00

9：00～16：00

9＝00－16；00

9：00～16＝OG
9＝00－16：00

9＝OO～16：00

月

火

4

5

7

木

，
月

火

8

9
10

頁

頁

15

交
通
事
故

㊦
の
願
い

熊谷のり子さん
　（白石・短ヶ町）

　
今
年
こ
そ
は
、
と
交
通
事
故
ゼ
ロ

を
め
ざ
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
刻
々
と
変
り
行
く
日
本
社
会
の
情

勢
の
中
で
、
な
ん
と
し
て
も
昔
の
形

の
ま
ま
で
残
し
た
い
と
思
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
と
人
と
の

心
の
触
れ
合
い
を
大
切
に
し
よ
う
と

言
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
人
は
ど
う
で
も
自
分
だ
け
は
…
と

い
う
自
分
本
位
の
考
え
方
が
、
何
ん

の
抵
抗
も
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
現

在
の
社
会
の
仕
組
み
、
そ
の
も
の
が

交
通
事
故
の
激
増
に
つ
な
が
る
最
大

の
因
を
な
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
車
を
運
転
す
る
入
達
の
苦
労
を
、

”
大
変
だ
な
あ
”
と
思
う
歩
行
者
の

方
の
思
い
遣
り
と
、
運
転
す
る
人
達

は
運
転
手
と
し
て
の
職
業
を
通
じ
て

「
生
活
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
、

お
互
い
に
気
を
つ
け
て
頑
張
リ
ま
し

ょ
う
」
と
言
う
運
転
を
す
る
人
同
志

の
い
た
わ
り
あ
い
の
心
が
通
じ
合
っ

た
そ
の
時
こ
そ
、
そ
こ
に
一
つ
の
事

故
防
止
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
よ
う
か
。

　
交
通
問
題
に
限
ら
ず
安
全
意
識
の

高
揚
は
私
達
一
人
一
人
の
心
の
中
に

あ
り
、
そ
の
心
と
心
の
結
び
付
き
が

大
き
く
な
る
程
事
故
は
少
な
く
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
も
車
を
運
転
す
る
｝
人
と
し
て
、

自
分
の
心
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
こ

れ
を
し
た
た
め
ま
し
た
。

6

，
啄
塾

奥様にもできる
で簡皐な修理実習

　奥様方を対象として』。コードの

修理．　』』ヒューズのいれ方，，等の

実習コーナーを設けて、皆さまの

お出をお待ちしております。

　お気軽にご利用ください。

〉実習日　毎週　水曜日

〉時　間　10：30～11＝30

1》場所東北電力白石営業所
レ費　用　無　料

　　　　（東北電力自石営業所）

老人福祉センター

　
3
　
　
　
）

　
2

　
　
　
　
み

2
翫
8
休
4
3

2
　
　
　
1
ま
2
2

　
　
　
．
月

8
2
4
　
　
0
9

　
　
　
　
　
　
　

二
π
『

碁
花
謡
曲
道
花

囲
生
　
謡

道
栽
　
吟

書
盆
民
詩
茶
生

　
在
人
人
人
帯

口
現
　
　
世

人
旧
州
驚
㎜

の
用
軋
蹴
批
亀

市
石
。
　
数

白
人
男
女
帯

　
　
総
　
　
世

入学口己念し簡易保険に

　加入しましょう

　入学シーズンが近づいてきまし

た。新入学児をもつご家庭では何

にかと入学の準備にお忙がしい事

でしょう。

　近年、教育の傾向をみますと高

狡、大学へ進学する人が増加して

おり、それに伴う教育費も多額に

なっております。そこで学資金づ

くりの方法として最適な郵便局の

学資保険に入学記念として、ぜひ

ご加入くださるようお勧めいたし

　
　
　
つ
り
資
加
す
学

校
お
な
く
学
ご
ま
　学資保険の内容

〉　大学・高校進学コースがあり

　ます。

〉　契約者（親）に万一のことがあ

　った場合は保険料が免除されま
　す。

，》　病気やケガで入院した時でも

　保険金が支払われます。

　詳しくは、もよりの郵便局又は

保険外務員におたづねください。

　　　　　　　（自石郵便局）

の相談日月今

場　　　　　　所

市役所市民相談室

市役所第2会議室

市　役　所

市役所福祉事務所

市　役　所

市役所福祉事務所

白　川　出張所

時　　　　　間

10：00～12100

10：00～12：00

10：00～15：00

10：00～12：00

10；00～12：00

10：00～12：00

10：00～12＝00

相談日

　　5

5・15・25

　　22

　1・15

　　5

　　8

　　15

相談区分
行　政　相 談

定期生活相談
社会保険相談
高齢者職業紹介

人権擁護相談

補聴器巡回サービス

農業馨継者砂、

　結婚相談所開設

　農村青年が、農業経営を志し結

婚の意志をもちながら、適当なお

嫁さんのきてがなく、将来に不安

をいだいて、他の産業に就業する

という例が多く、農業後継者の確

保が非常に．困難な状態にあります。

　このような問題を解決し、農業

後継者に希望をもたせ安心して農

業経営にあたられるよう、白石市

農業後継者結婚相談推進協議会を

設立発足しました。お気軽にご相

一ドの整備

の開設

交歓会等の開催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容
カ
所
の
員
と
野
渋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
内
談
談
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
相
相
青
進
山

青
志
の
い
例
常
よ
に
に
継
足
さ
業
婚
婚
村

　
　
　
　
　
繍
轄
難
霧
礁
雛
推
略
警
平
越
簸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
業
農
設
談
〉
　
　
　
》
　

一
．
橋
深
大
直
家
成

白石　山崎とも．東部　跡部清

　白川　大野吉五郎．小原　高

1進．福岡　渋谷勝味．大宮和好

・谷　平間治．大鷹沢　大浦栄八

1平　佐久問正二．斎川　菅野政

　越河　制野富治．半沢洋一．

納喜代子．高橋芳政．高橋亨．

沢久夫．大庭康一．斎藤伝七．

　　　　　　　〔敬称略〕

事務局　白石市農業協同組合

　　企画管理課内〈a5－3531〉

した．ば一こ消費税一

年間8，000万円が

　　　市の収入財源に
たばこ一箱（20本入り）で約16円

が市の収入になります。

　＊たばこは市内で
　　　買いましょう

なみ

のん

図
書
館

新
入
図
書
紹
介

収
容
所
郡
島
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ッ
ィ
ン

娘
を
早
く
嫁
が
せ
る
法

　
　
　
　
　
　
　
宮
城
音
弥

ロ
ツ
キ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
コ
ー
チ
ャ
ン

　
　
売
込
み
作
戦

太
郎
物
語
（
青
春
編
）
　
曾
野
　
綾
子

胎
児
の
環
境

　
　
　
　
　
　
　
荒
井
　
　
良

　
と
し
て
の
母
体

社
会
主
義
運
動
半
生
記

　
　
　
　
　
　
　
山
辺
健
太
郎

長
安
か
ら
北
京
へ
　
　
司
馬
遼
太
郎

即
席
体
操
　
　
唐
津
邦
利

生
ジ
ュ
ー
ス
作
り
方

　
　
　
　
　
　
　
早
野
登
美
江

　
　
と
そ
の
応
用

天
　
の
　
蛇
　
　
　
　
加
藤
　
九
詐

講
座
　
日
本
の
神
話
　
梅
原
　
　
猛

こ
と
ば
の
意
味

　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
　
武

辞
書
に
書
い
て
な
い
こ
と

ど
て
ら
い
男
　
花
登
筐

不
可
触
領
域
　
　
　
　
半
村
　
　
良

砂
　
の
　
城
　
　
　
　
遠
藤
　
周
作

日
本
の
木
地
玩
具
　
「
銀
河
」
編
集
部

桃
花
流
水
　
　
陳
　
舜
臣

仙
台
城
下
絵
図
の
研
究

邪
馬
台
国
の
旅

大
罷
業

雪
山
の
一
週
間

玄
海
灘
の
灯

片
隅
の
迷
路

銀
嶺
に
死
す

ネ
コ
の
事
典

宴
会
屋
半
平

巨
大
地
震

浴
室
・
洗
面
・
便
所

阿
刀
田
令
造

吉力三犬瓜開吉深佐邦
田武好養生高留田木光

桂常　智卓　路久隆史
二次徹子造健樹弥三郎

（
以
上
新
入
書
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
）

7
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曳．

日

1

2

3

7

8

9
？0

14

16

17

22

23

24

28

行事内容
健　康　相　談

妊　婦　教　室

健　康　相　談

妊　婦　教　室

3カ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　教　室

健　康　相　談

妊　婦　教　室

12カ月児検診

3カ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　教　室

健　康　相　談

妊　婦　教　室

6カ月児検診

3歳6カ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　教　室

6カ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　教　室

受付時問

9：30～11＝30

13：00～14＝00

9：30～11：30

13：00～14：00

13100～13：10

9：30～11：30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

13：00～13：10

13：00～13：10

9：30～11：30

13：00－14：00

13：00～15＝00

13：00～13：10

12：30～13：00

9：30～11：30

13：00～14：00

13＝00～13＝10

9＝30～11：30

13：00～14＝00

場 所

越河出張所

大鷹沢公民館

白石保健所

白石市役所

白川公民館

市　民　会　館

白石保健所

大平公民館

小原診療所

市　民　会　館

白石保健所

福　岡　分　室

市　民　会　館

斎川公民館

対 象 者

越河地区の方

大鷹沢地区の方

該当者で通知のないときは衛生課に連絡下さい

白石地区の方

白川地区の方

昭和51年1月出生の方

該当者で通知のないときは衛生課に連絡下さい

大平地区の方

小原地区の方

8月出生者で越河、斎川、大平、大鷹沢、白川、福岡、
小原地区の方

昭和48年8月出生の方

福岡地区の方

8月出生者で白石地区の方

斎川地区の方

でください。

　　＊自分の健康は自分の手で＊

　　　越河・斎川・大平・大鷹沢

・
メ

“あなたは健康ですか。，との質問に』』ハイ，，と答え

られることは、中年以上になると大変なことです。
“頭が痛い，，“肩こりがひどい，，“血圧が高い
“すぐに疲れる．“かぜをひきやすい．“息ぎ孔み

する，，』』食欲がない．など症状もまちまちですが、

なんらかの自覚症状でなやんでいる方が多いようで
す。

　また、やせたい人も、太りたい人も、そして妊娠
中の食事などで相談したい場合など健康相談におで
かけ下さい。

　また健康相談は予防接種の時期や健康診査各種検
診など健康を保っうえで大切なことのご相談にも応
じます。

　適切なアドバイスを致しますので、お気軽におい

　　　　　　　　　　　　　　休日急

成人病検診・老人健康診査i

』』やすらぎ号．による成人病検診・老人健康診査を

実施します。

1〉　日時及び場所

1灘lill一・・

レ　対象者
　40歳以上の市民
〉　検査種目

　血圧、尿その他必要に応じて心電図、眼底、血液
　検査も行います。

蕊馨、

桑
麹
羅
，
夢
藪
縫
灘
灘
離
灘
㎜
麟
鑓
鑛
響
疇

患当番医
日

6
11

13

曜

日

祝

日

内 科

引地医院　⑤2036

柿崎医院　⑤2210

亘理医院　⑤8501

外 科

刈田病院　⑤2145

銭谷医院　⑤2010

宮城医院’⑤2062

目

20

27

曜

日

日

内 科

大沼医院⑤2502

芭医院⑤2410

外 科

刈田病院⑤2145
加藤（大）医院　⑥2653

都合により変更になる場合もあります。

嚢
顯
蕩
、
ぎ
鐡
顯
響
痩
詐
蛸
籔
纒
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